
ボランティアがちょっと気になったら…
「毎日忙しくて、ボランティアを始めるなんてハードルが高そう」

「どこかに登録したり定期的に参加しないといけないのでは」と思っているあなたへ、

こんな暮らしのシーンのなかで関わりを持つことができます。

・あなたの暮らしにフィットしたボランティア

・ボランティアにまつわる七色エピソード

・なないろトーク「働く世代、子育て世代のよりよい暮らしと自分のやりたいこと」     北川 雄士さん × 柳生 麻里さん

かさねる

ボランティアがちょっと身近になる小冊子

七色story

編集後記

ボランティア
コーディネーターの

ご協力いただいた方々のおかげで、ボランティアを前よりちょっと身近に感

じたり、暮らしのことをちょっと立ち止まって考えたり、いろいろな話題を散

りばめた七色感のある冊子ができました。あなたは何色にビビっときました

か？ボランティアを選択肢のひとつとして提案しながら、皆さんの暮らしに

ささやかな彩りを、日々の何気ない幸せづくりのお手伝いができたらいいな

と思っています。ぜひボランティアセンターへお立ち寄りください。（沼波）

社協が発行するボランティアの冊子。凝り固まりがちなイメージから脱却し、

いい意味で“社協っぽくない”ものが完成！したのは、多くのボランティアや

デザインのプロ、社協のボランティアコーディネーターなど、多様な世代や価

値観が交わりながらみんなで作品を創り上げたから。やっぱり多様性ってい

いなと感じました。とはいえ、この冊子を開いて読むかは手に取った方次第。

少しでも目を通し、なにかを感じていただけたなら幸いです。（田中）

発行　社会福祉法人彦根市社会福祉協議会

カバー作品：上田三佳 タイトル「refreshing color day」

ポスターやチラシ、新聞　
広報誌、ＳＮＳでボラン
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まちがきれいなのはみんな気持
ちがいい。そして自分も汗をか
いていい運動になる！

話を聞いてくれるだけの人って
意外とあまりいないものです

休日、子どもとの
レクリエーションにおすすめ

まずは知ることが
はじめの一歩

された人は励みになって
次へのモチベーションに
もつながるみたい

「彦根 ボランティア」
　をググってみる

「彦根 ボランティア」
　をググってみる

気が向いた時だけでもいいので、
家の前から少し範囲を広げてゴミ
拾いしたり、自治会の清掃活動で
ちょっとがんばって動いてみる
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うなづき担当に徹する

琵琶湖の流木や貝殻、レイクグラス
（ガラス片）を拾い、琵琶湖をきれい
にしながら工作の材料を集める

琵琶湖の流木や貝殻、レイクグラス
（ガラス片）を拾い、琵琶湖をきれい
にしながら工作の材料を集める

ボランティアコーディネー
ターとちょっと話をしてみ

ようかな～と
軽い気持ちでボランティア
センターを訪ねる

ボランティアコーディネー
ターとちょっと話をしてみ

ようかな～と
軽い気持ちでボランティア
センターを訪ねる

ボランティアって、 やるぞ！
て思わなくてもできそうなこと
がたくさんあるんだなあ。

交通事故を防いだり、子どもや
お年寄りの歩きやすさの助けに

もなるすてきな行動

スーパーの駐車場に置き忘れた買い
物カートを置き場にさりげなく戻す。
「なんかちょっといいコトしたかも」

って気分になる
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ボランティアセンター
のＳＮＳをフォローする
ボランティアセンター
のＳＮＳをフォローする

「ボラカフェ彦根」

彦根市社会福祉協議会ホームページ
ボランティア募集情報

オンライン相談
コーナーもあります

地域づくりボランティアセンター

所在地　彦根市平田町670番地(福祉センター別館)
営業時間　平日　8:30～ 17:15

TEL　0749-22-2821
FAX　0749-22-2841

メールアドレス　hikoshachiiki@mirror.ocn.ne.jp

気軽にできる地域の見守り活動

「みんなで一緒にやろう」はちょっと気が進ま
ないから、マイペースに。近所の子どもたちの
下校時間に合わせて、玄関先でみずやり。
「おかえり～」って声かけたら元気に

「ただいま～」って声が返ってきてルンルン

「みんなで一緒にやろう」はちょっと気が進ま
ないから、マイペースに。近所の子どもたちの
下校時間に合わせて、玄関先でみずやり。
「おかえり～」って声かけたら元気に

「ただいま～」って声が返ってきてルンルン

募金も小さなボランティア
この冊子も赤い羽根共同募金に寄せら
れたお気持ちでつくられているんです

駅前で街頭募金を見かけたら
お気持ちだけでいいので

寄付してみる

駅前で街頭募金を見かけたら
お気持ちだけでいいので

寄付してみる



仕事／家事／育児／自治会の役やPTA／子どもの習い事の送り迎え
読書や音楽、趣味／なんでもないぼーっとする充電時間、
私たちはとにかく日々のあれこれに時間を使うという暮らしをしている。
ボランティアは、あくまでも時間の使い方の一つ。
暮らしが違えばフィットするポイントも違う。
暮らしにフィットするボランティア、そう考えれば、
ボランティアの世界が少し近くに見えてきませんか？

あなたの暮らしに
フィットした
ボランティア

子どもと過ごす休日。家で退屈しているぐらいなら、子連
れ参加ができるボランティアに参加。同じように子連れで
参加する親子がいれば、子ども同士遊ばせながら、自分も
気の合う仲間とおしゃべりを楽しんでリフレッシュ。子ど
もにもできるちょっとしたお手伝いがあれば、子どもに
とってもよい体験になる。

子どもと過ごす休日を
充実させたい。

フードパントリー、子ども食堂、
子どもの居場所、楽器演奏

たとえばこんなボランティア

清掃活動、文通
フードパントリー、子ども食堂

たとえばこんなボランティア

こんな活動があります

一例をご紹介
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清
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市
内
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く
つ
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が
活
動
。琵
琶
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定
期
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清

掃
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学
習
支
援

地
域
の
大
人
や
大
学
生
が
、

子
ど
も
た
ち
の
勉
強
の
指
導

や
、成
長
を
見
守
る
活
動
。
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ベ
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通
整
理
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に
協
力
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を
支
え
る
活
動
。

たとえばこんなボランティア

転職を考えており、新しいことに挑戦しようと電話
したのが参加のきっかけ。転職活動中に身も心も疲
れていましたが、「人と関わること、接すること、話
すことがやっぱり好き」と改めて感じた。コミュニ
ティの輪に参加することの大切さを感じつつ、仕事
にも活かされている気がする。（30代）

EPISODE
参加者の声

自分の好きなことを再確認できた

子
ど
も
服

　
　
制
服
リ
ユ
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ス

ま
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着
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る
子
ど
も
服
、

制
服
、
体
操
服
を
回
収
し
、

必
要
な
人
へ
届
け
る
活
動
。

仕事の延長線上にあるもの、たとえ仕事とは関係ない
ものでも、考えや視野が広がる、スキルアップやキャリ
アアップにつながるような経験も。

仕事のスキルアップ、
キャリアアップに
なったらいいな。

プロボノ（ライター、カメラ）、学習支援、日本語教室、
手話、点訳、要約筆記、イベントスタッフ（企画・広報）

イベントスタッフ、清掃活動
フードパントリー、子ども服・制服リユース

いつも同じ人、同じ世界の人とばかり顔を合わせるより、異なる
世代、異なる世界の人と出会って交流できるのもボランティアの
魅力。仕事にもプライベートにも役立つネットワークや情報、気
づきが得られるかも。
引っ越して間もない、どこへ行けば新しい出会いがあるのだろう
と迷ったときにも。

毎日の生活に
新しい出会いや刺激がほしい。

たとえばこんなボランティア

描画やデザイン、楽器演奏、裁縫、ものづくり
料理好きなら子ども食堂

サークルなどの立ち上げと運営
居場所・子育てサロン

たとえばこんなボランティア

たとえばこんなボランティア

子育てサロン・高齢者サロン・学習支援などでの講師

たとえばこんなボランティア

日
本
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外
国
に
ル
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語
や
学
校
の

勉
強
の
指
導
、
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験
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ど
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援
す
る
活
動
。

わざわざ予定を合わせて時間をつくるのもめん
どうくさい。スポーツや共通の趣味などを楽し
めるよう、公共施設を使って定期的に集まる場
をつくれば、いつの間にか新しい友達ができて
いるかも。場のセッティングもボランティアの
ひとつ。

遊び仲間、友達を作りたい。

好きなことをして、一人きりの時間を過ご
すのもいい。仲間と一緒でもいい。誰かの
ために、描いたり、つくったり、演奏したり
を楽しみつつ、成果発表を目標にすること
で腕を磨くことも。

好きなことに夢中になりたい。
上達したい。

インストラクターを目指している、講師をしたい、
自分のお店を持ちたいなど、夢があって将来的に
チャレンジできる機会があったらいいなと思う
けど、独立や起業はまだハードルが高い。夢実現
に向けステップアップの通過点として、今の自分
の力を試すところから。

自分の力を試してみたい。

ちょっと人生一休みしていたり、仕事のブランクが長くて
少し自信がないときは、社会と関わるきっかけとして気軽
に参加してみる。ボランティアの強制されないゆるさが
ちょうどよい。少し心配なときは、サポーターが付き添って
くれることもある。

人と交流することに
少しずつ慣れていきたい。

家事

趣味
ぼーっと
する時間自治会

仕事

PTA 子どもの
習い事

何か新しいことを始めようと考え、選択したのがボ
ランティア。あまり美しい動機ではないかもしれな
いが、多くの人と接することで、生活にハリが生ま
れた。
ボランティア活動で出会う方々は暖かく、和やかで
居心地の良い雰囲気を一人一人が作り上げている
ようだ。私も皆さんのようになりたい。（20代）

居心地のいい雰囲気があります EPISODE
参加者の声

ボランティアは、軽い気持ちで
参加してはいけないもの、と思っていませんか？
そんなことはなくて、
本当のところはこんな感じなんです
フィットさせるためのコツ ...
暮らしの中の超個人的な動機からイメージする



私は、障がい者手帳一級保持者です。膝関節にバイ菌
感染して、右膝関節は抜去していて軸固定。バイ菌を
除去する時に使用した薬の副作用で両耳とも音を無
くし、難聴者として今を生きている一人です。中途失
聴者になって１５年になります。

友人、グループから次第に遠のいて行く。どんどん人
との輪から離れてしまい、当初はどんどん閉じこも
り、人と出会う事もしなくなり、身も心も、全て閉ざ
して、前向きな生き方を見つける事も出来なく辛
かった日々。

詰まる心の中を「詩」に綴り、その数々の「詩」が病院
スタッフの目に留まり、イベントでの展示、またその
後、恩師と出会え「随筆」にも体験を書き出し、少しず

つ社会に進出して、要約筆記を介して前向きな気持
ちになり、このような障害者でも、人の為になれない
ものかと考えている時に、包括支援センターの担当
者との出逢いがありました。

中途失聴者は言葉を話すことができます。死の淵を
彷徨いながらも、今を生きている喜び、辛かった日々
の体験をもとに講演するボランティアを始めまし
た。講演を通して、皆さんから頂く拍手、感動の涙、
「ありがとう」の言葉に、私自身が勇気と感動を頂い
ております。

最初から講演に参加してくれている方からの「私は
あなたのファンの一人です」。この言葉には、人生で
最高の喜びを感じました。支えてくれる人達がいて
くれてこそ出来ているボランティア活動。これから
も、命の大切さを「講演ボランティア活動」を通して
伝えたい。前向きに歩いて行きたい。（70代）

彦根城をはじめとする文化遺産を有する彦根市では、
数多くのイベントが開催されている。その中で最大の
集客イベントが毎年秋に開催される『ご当地キャラ博
ｉｎ彦根』である。実は、このイベント、その運営の大半
をボランティアが担っていることをご存知だろうか。

「キャラ博のボランティアの連絡が来たら『やった！
ついに来た！』って思うんですよ」イベントボラン
ティア歴10年のＨさんの言葉だ。

「毎年秋にはキャラ博があるから、それにあわせて仕
事やプライベートの予定を空けてます！」同じくイベ
ントボランティア歴８年のＭさんの言葉だ。

Ｈさんは、普段は彦根市内に住む４０代男性で、特に
イベントや観光に関わる仕事をしているわけではな
い。が、キャラ博をはじめとするイベントのボラン
ティアには欠かせない存在の一人だ。

Ｍさんは、なんと関東圏に住む３０代男性で、毎年秋
のキャラ博でボランティアをするために自費で彦根

夏休みの障がい児さんの居場所でのレクリエーション。回

を重ねることに子どもたちが「自分もやりたい！」とみんな

の前にでてきてくれるようになる。そんな姿に感動したり

癒されたり、楽しそうな笑顔がうれしいし、優しい気持ちに

なれます。楽しみにしているのは私の方かもしれません。

（40代）

子どもたちのためにと古民家でチェロ

の小さな演奏会を開催。最後のパプリカ

ダンスの盛り上がりを目の前に、演奏中

の皆さんの顔がほころんで、演奏後思い

がけず「子どもたちに元気をいただきま

した」とお礼を言われてしまいました。

（30代）

一人暮らしの男性のお宅の家事サポー

トをしていました。お料理が得意では

ない方で、私がたまに卵焼きや炊き込

みご飯を持っていくと嬉しそうに召し

上がっておられました。（60代）

まで来てくださっている、キャラ博ボランティアの中
毒症状（笑）にかかってしまった一人だ。

イベントのボランティアというと“やりがい搾取”だと批
判されがちだ。確かに、イベントによっては、無料の労働
力であるかのような役割を強いられることもある。で
も、決してすべてがそうではない。イベントのボラン
ティアをやることで、得られるものはたくさんある。

「ありがとう」と感謝されたり、「楽しかったよ」と笑
顔であいさつされたり、一緒に汗をかく仲間ができ
たり、そこに自分の役割や価値、居場所ができたり、
“やりがい”は搾取されるんじゃなくて、たくさんの
得るもので満たされることを意味するのではない
だろうか。（40代）

毎回来るわけでもない。だけど楽しく活動できる。あたたか

く迎えてくれる。食品ロスを減らしたいという思いもある

が、たくさんの人と話してみたいという目的で来るように。

雑貨を仕分けしながら、私が生まれる前につくられたであ

ろうものもたまに見つける。それを見て「なんやこれ」「これ

は何ですか？」と聞いて笑いあう、それが楽しい。（20代）

（
40
代
）

い
つ
の
間
に
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
事
な
何
か
に
な
っ
て
い
る
と
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
み
た
い
。

「
ど
う
し
て
そ
う
ま
で
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
？
」と
周
囲
に
は

不
思
議
に
映
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

じ
ゃ
あ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
っ
て
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
に
ま
つ
わ
る

七
色
エ
ピ
ソ
�
ド

漫画やイラストは
挿し絵・イラスト
ボランティアさんに
よる作品です

キャラ博ボランティアで
中毒症状 ( 笑 )

キャラ博ボランティアで
中毒症状 ( 笑 )

自分にとってなんだか
幸せな時間が訪れる

あなたのファンです！

オ
レ
ン
ジ
の
人

自分にとってなんだか
幸せな時間が訪れる

あのときの思いが今につながっているあのときの思いが今につながっている

アメリカ在住時、図書館の本の整理をするボラ

ンティアに参加。ある日、本を並べていたら、女

性が「きれいに並べてくれてありがとう」と声

をかけてくれた。言葉や習慣が分からず、助け

てもらうことばかりだったが、このときは自分

が役に立っていると感じ、とてもうれしかっ

た。このときの感覚が自分の根っこにある。

（60代）

我が子の子育てからよその子の子育てに広がり、官民力を合わ

せて彦根の子育て基盤を作ってきた。きっかけとなったのは講

座での講師の一言。講師への恩返しのためのボランティア活動

がはじまり。（60代）

自身が発達障害の子を持つ母。自分の子育て経験を活かして「目

で見てわかる！笑いヨガ」をしようと決意。日々奮闘するママた

ち、子どもたちを笑顔にしたいと思った。（40代）



社
名
の「
い
ろ
あ
わ
せ
」は
一
人
一
人
全
然
違
う

色
が
あ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

滋
賀
の
学
生
は
今
、
１
割
ぐ
ら
い
し
か
就
職
で

滋
賀
に
残
ら
な
い
。こ
れ
を
仮
に
９
対
１
か
ら

７
対
３
に
で
き
た
ら
、
滋
賀
の
若
い
人
が
３
倍

に
な
る
。そ
ん
な
未
来
を
思
い
描
き
な
が
ら
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
欲
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
伝
え
て
い
ま
す
。

会
社
の
事
業
は
滋
賀
全
域
を
対
象
で
、
個
人
の

活
動
は
彦
根
を
対
象
に
と
エ
リ
ア
を
分
け
て
い

ま
す
。彦
根
は
地
元
な
の
で
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動

に
は
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

柳
生　

実
は
、
２
０
１
８
年
に
娘
を
産
ん
で
74

日
で
亡
く
し
て
い
ま
す
。私
は
こ
れ
ま
で
飲
食

店
な
ど
で
の
調
理
を
仕
事
に
し
て
き
た
の
で

す
が
、
提
供
す
る
自
分
ら
し
い
料
理
の
あ
り
方

に
ず
っ
と
「
な
ん
や
ろ
な
ん
や
ろ
」
と
思
っ
て

い
た
。娘
の
闘
病
中
に
東
京
の
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス
（
＊
）
と
い
う
施
設
で
生
活
し
て

い
た
と
き
、
外
食
し
た
い
と
か
美
味
し
い
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
い
と
か
ぜ
ん
ぜ
ん
思
え
な
く
て
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
は
調
理
も
で
き
た

の
で
、
滋
賀
の
友
人
か
ら
野
菜
や
慣
れ
親
し
ん

だ
食
材
が
送
ら
れ
て
く
る
の
が
何
よ
り
う
れ

し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。子
ど
も
を
看

病
す
る
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
中
に
は
、
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
に
入
れ
な
く
て
遠
く
の

自
宅
か
ら
毎
日
通
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
、
飲
食
店
で
の
食
事
は
最
低
限

の
日
常
生
活
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
と
気

づ
い
た
ん
で
す
。私
は
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
料
理
が
し
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
の
日
常
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
自
分
の
中
で
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

＊
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
。公
益
財
団
法
人

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
に
よ
り
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
る
、
病
児
と
そ

の
家
族
の
た
め
の
宿
泊
施
設
。

北
川　

子
育
て
中
の
家
庭
っ
て
家
計
も
厳
し

い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

お
金
を
も
ら
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
へ

の
葛
藤
も
あ
る
ん
で
す
か
？

柳
生　

あ
り
ま
す
。本
当
は
収
益
を
考
え
ず

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
け
ど
、
私
も
生
活
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。で
も
自
分
の
や
る
こ
と
に

は
っ
き
り
と
し
た
自
信
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に

は
価
値
を
つ
け
て
提
供
し
た
い
っ
て
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。安
す
ぎ
る
の
は
巡
り
巡
っ
て

お
母
さ
ん
た
ち
の
家
事
を
軽
ん
じ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
も
考
え
て
い
て
。自
分

は
こ
れ
で
生
涯
現
役
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
る
最
低
限
の
お
金
を
い

た
だ
く
こ
と
で
事
業
を
継
続
し
て
、
お
母
さ
ん

に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
る
社
会
の
現
状
も
で

き
れ
ば
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
川　

た
と
え
ば
別
で
バ
イ
ト
を
す
る
と
か
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
ご
飯
を
食
べ
る
と

こ
ろ
を
、
切
り
分
け
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
？

柳
生　

最
初
は
バ
イ
ト
も
し
て
み
た
の
で
す

が
、
掛
け
持
ち
を
す
る
と
ど
う
し
て
も
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と

を
形
に
し
て
実
現
す
る
た
め
に
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
ま
し
た
。今
は
ま
だ

収
入
も
少
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
る
時
間
や
、
少
し
ず
つ
利
用
者
さ
ん
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
。安
定
し
た

収
入
が
な
い
と
い
う
の
は
怖
か
っ
た
け
れ

人
や
、
週
末
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
い
い
か

ら
何
か
や
り
た
い
っ
て
い
う
人
も
い
て
、
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
な
と
思
う
。

柳
生　

そ
う
で
す
ね
。私
は
や
り
た
い
こ
と
に

辿
り
着
け
た
け
ど
、
そ
れ
は
運
が
良
か
っ
た
だ

け
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
人
な
り
に
試
行
錯
誤

で
き
、
周
り
が
受
け
止
め
て
あ
げ
ら
れ
る
社
会

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。北
川
さ
ん
の

い
う
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
働
き
方

や
生
き
方
の
選
択
肢
に
多
様
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。そ
う
な
れ

ば
子
育
て
に
お
い
て
も
、
ひ
と
り
抱
え
込
ま
ず

誰
か
を
頼
り
や
す
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

北
川　

強
い
意
志
で
夢
を
形
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
柳
生
さ
ん
と
、
ゆ
る
ー
く
色
々
な
生
き

方
が
あ
っ
て
も
い
い
よ
、
っ
て
言
う
て
る
僕
っ

て
対
照
的
に
見
え
る
け
ど
、
自
分
が
作
り
た
い

今
と
未
来
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
頑

張
っ
て
る
っ
て
意
味
で
は
近
い
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。そ
れ
ぞ
れ
が
「
暮
ら
し
」
と
「
や

り
た
い
こ
と
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
重
ね
て
い
く
ん

で
す
か
ね
ぇ
。

対
談
後
、ふ
と
口
に
し
て
い
た
。

「
こ
う
や
っ
て
ゆ
る
く
つ
な
が
っ
て
、
彦
根
で

一
緒
に
歳
を
取
っ
て
い
く
の
楽
し
み
だ
ね
」

と
。似
た
言
葉
に
「
歳
を
重
ね
る
」
が
あ
る
が
、

そ
の
人
が
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た
、
出
会
い
や

経
験
、
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
思
い

出
な
ど…

ふ
れ
る
こ
と
で
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
。

日
々
の
仕
事
や
暮
ら
し
を
と
も
に
楽
し
み
な

が
ら
、
と
も
に
歳
を
取
る
、
そ
れ
が
ア
ラ

フ
ォ
ー
な
の
か
も
。

ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
気
づ
く
の
に

40
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
か
ら
揺
る
が
ず
に

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

北
川　

計
画
や
仕
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

描
か
な
く
て
も
、
初
め
は
辛
抱
し
な
が
ら
、
口

コ
ミ
の
つ
な
が
り
や
応
援
し
て
く
れ
る
人
が

増
え
て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
な
あ
。

柳
生　

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
た
い
形
で
や
っ
て
い
く
時
代
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。個
人
事

業
主
の
知
り
合
い
も
増
え
て
き
て
い
る
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
客
さ
ん
が

合
わ
せ
て
く
れ
る
時
代
に
ど
ん
ど
ん
な
っ
て

き
て
い
る
。必
要
と
し
て
い
る
人
に
届
け
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
次
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。

北
川　

昨
年
の
11
月
、
コ
ロ
ナ
で
仕
事
が
な
く

な
っ
た
人
に
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い

う
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
て
「
私
の
暮
ら
し
に

フ
ィ
ッ
ト
す
る
働
き
方
展
」
と
い
う
合
同
企
業

説
明
会
を
企
画
し
ま
し
た
。既
存
の
働
き
方
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
人
で
も
で
き
る
パ
ー

ト
の
枠
な
ん
か
が
も
っ
と
増
え
た
ら
い
い
な

と
。や
っ
て
み
て
改
め
て
思
っ
た
の
は
、
も
っ

と
企
業
さ
ん
が
変
わ
ら
ん
と
あ
か
ん
っ
て
い

う
こ
と
。こ
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
企
業
さ
ん
の
採
用
や
、
世
の
中
の
流
れ
や

道
を
変
え
て
い
き
た
い
。

や
り
た
い
こ
と
一
本
で
生
き
て
い
こ
う
と
す

る
柳
生
さ
ん
は
本
当
に
す
ご
い
な
と
思
う
。で

も
他
の
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
に
高
い
ハ
ー
ド

ル
を
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
収
入
が
不
安
や
か
ら
副

業
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
っ
て
い
う

働く世代、子育て世代の

よりよい暮らしと自分のやりたいこと

北川 雄士 さん 柳生 麻里 さん
株式会社いろあわせ　代表 家事サポート「あおいふき」
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株式会社いろあわせ　代表 家事サポート「あおいふき」

北川 雄士 さん

柳生麻里 さん

1979年生まれ。彦根市出身。
2015年末採用支援やイベント
企画など行う株式会社いろあわ
せ設立し、Uターン。直近は「近
江ナゾトキ鉄道」を近江鉄道と
共催で運行中。

1977 年生まれ。彦根市在住。
子育て中のお母さんに寄り添いた
い、力になりたい、と 2021 年に個人
で起業。自分らしく地域で「子育て」
「働く」「生きる」を見つけ、挑戦中。

いろあわせ PHOTO

左：合同企業説明会のようす　右：北川さん個人で続けている活動「いろあわせゆうじのかみしばい」

左：野菜中心でやさしい味つけのお惣菜はリピーターも多い
右：お母さんの体のケアのために、びわの葉のエキスを使った温灸も

柳
生
麻
里
さ
ん
（
以
下
：
柳
生
）
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
ご
飯
を

作
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。２
年
ほ
ど
前

か
ら
準
備
を
進
め
、
２
０
２
１
年
８
月
に
開

業
、
今
は
こ
れ
一
本
に
し
ぼ
っ
て
副
業
な
ど
は

し
て
い
ま
せ
ん
。は
じ
め
た
ば
か
り
で
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。家
事
代
行
を
メ
イ
ン
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
都
市
部
で
は
需
要
が

あ
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
台
所
に
入
ら
れ
る
の
に

抵
抗
が
あ
る
人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま

ず
は
惣
菜
の
配
達
、
お
弁
当
販
売
か
ら
始
め

て
、
少
し
ず
つ
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。子
育
て

中
は
、
ご
飯
を
作
る
時
間
だ
け
で
も
誰
か
に
頼

る
こ
と
で
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
増
や
し
た

り
、
少
し
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。私
の

活
動
は
実
体
験
を
も
と
に
、
も
っ
と
お
母
さ
ん

に
楽
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
川
雄
士
さ
ん（
以
下
：
北
川
）　

僕
の
仕
事
は
、

採
用
の
お
手
伝
い
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
企
業

さ
ん
を
中
心
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
で
す
。前
職
で
広
告
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
人
事
を
し
て
い
て
、
そ
の
経
験
を
活

か
し
て「
何
で
も
や
り
ま
す
」を
積
み
重
ね
て
い

た
ら
、こ
ん
な
形
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
自
信
が
な
く
て
一
般
的
な

企
業
面
接
で
は
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
人
が
、
実
は
ピ
カ
イ
チ
の
経
験
を
持
っ
て

い
た
り
す
る
の
を
人
事
の
と
き
に
た
く
さ
ん
見

て
き
ま
し
た
。個
人
の
活
動
で
も
で
き
る
け
れ

ど
会
社
に
し
た
の
は
、
そ
ん
な
人
た
ち
と
一
緒

に
仕
事
し
て
、
ほ
ん
ま
に
持
っ
て
る
魅
力
を
引

き
出
す
こ
と
を
実
践
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。

働く世代、子育て世代とひとくくりにされがちだけど、実際はどんな人？
アラフォー同世代のふたりによる、

仕事、生活、夢、なんでもありのフリートーク

も
っ
と
お
母
さ
ん
に
楽
を
し
て
ほ
し
い

滋
賀
の
若
者
が
３
倍
に
な
る

自
分
ら
し
い
生
き
方
を

娘
が
教
え
て
く
れ
た

自
分
が
作
り
た
い
今
と
未
来
の
た
め
に

ト
�
ク

な
な
い
ろ
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